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前章では9完全競争のもとでの市場均衡価格の決定と9資源配分において価

格が果たす役割とその限界について検討した｡この章では9競争の形態が完全

競争ではないとき9 各企業はどのような行動をとるかを検討する｡ まず9価格

支配力を持つ独占企業の行動を取り上げ9次いで9複占および寡占企業の行動

を検討する｡ 最後に9独占的競争の場合について考えよう｡

､こ:･ .､′! .･

企業の持つ生産技術には勺さまざまなものがある｡ すべての生産要素を見倍

(見>1)したときに9

(1)生産量が見倍より大きく増加する場合9規模に関して収穫逓増(increasi喝

returmstoscale)9

(2)生産量が正確に見倍に増加する場合9規模に関して収穫一定 (constant

lでttll･llStOSCale),

(3)生産量が見倍より小さく増加する場合夕規模に関して収穫逓減(decreasing

l･etul11StOSCale)

という｡ 完全競争の仮定と矛盾しない企業の生産技術は,(2)および(3)9すなわ

ち9 規模に関して収穫非逓増であることが知られている1)0

:_一一:ll:̀:.:I:一 ･.∴ ､…･,I:.,.i

価格支配力を持つ独占企業といえども9消費者や購入者の需要量を超えてま
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で9財やサ---ビスを売りつけることはできないoつまり撃挽毒企業は昏市場需

要曲線を尊件として行動する｡在席の問題を捨象して撃生産塵-番場需要量 と

仮定するとや独毒企業は昏発 雷調 の 市 場 需要曲線戯戯夕上のある点を選んで､撃価格

と数量を同時に決める こ とに な る ｡

独占企業の収束 は 昏 市 場 価 格 と市 場 需 要 塵 の 横であらわせるoたとえば繁閑

離農の点Aにおける 独 占 企 業 QM 投 入 は 撃 長 方 形 の薗構蔚ji盛◎A齢で示され撃また,

点腰にお ける独 占企 業 の 収 入 は 曹長 方 形 の商機磨B腰唾B雌で示され るOグラブから

明 らか な よ うに9 市 場 需 要 曲 線の形状に依存して曾収入は-定 で はない｡

い まう独 責企 業 が 追 加 及単位の生産量 (-番場需要塵)を増加 さ せ た ときの収

･一･･ _ 一㌦

記するこ と も あ る .

需要曲線 が 右 下 が り であることに注意すると習いままで と 同 じ 市 場価格で財

を販売することはでき ない｡販売するためには価格 を少 し下げなければならな

いが撃追加の且単位だけでなく9全盛を同じ価格で売らなければならない(-物

-価の法則)｡したがって撃限界収入は撃退加 温単位の生産量の価値額 (正)と9

価格下落による生産量の価値変化額 傾)の合計額にほぼ等しい2)0

需要曲線を虜3-i(◎‖こすると撃収入腰は9腰-磨駿となる｡ したがって9限界

収入戯腰を計算するため9 収入腰を販売量母で微分しタ変形すると9

戯腰-dH/噸 - 磨 + 母 療 砂 /噸 -磨[且-且/トー(磨/¢)(d◎/顔)〉]

すなわち9限界収入は9価格と (且一需要の価格弾労使の逆数)の横に等しい｡

唾B
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いま9 需 要 曲 線 が 汐 磨 - dqb- 腰 唾 で 尊 え られ て い る と撃取 武 は 9 磨 唾 - A 燈 -腰嘩2

とな る o L た が っ て 撃 限 界収入 は 撃 須磨母)/噸 -A -･望腰唾 と な る ｡ す なわち9

需要 曲 線 が 直 線 で 与 えられているときは撃限界収 入 曲 線 は 9 需 要 曲 線 瑚 頃撃の

2倍 に な っ て い る O

隈.界磯風-限界衆済

限界収入 とは9生産物を追加 盈単位生産し撃販売することから得られる収入

の増加分であり,限界費周 とは撃生産物を追加且単位生産することから生じる

費用の増加分であったO

もし昏 ビデオ デ ッキの限界収入が且2万円で9限界費用が且0万円であれ ば 雪 追

加 且単位 ビデオデ ッキを生産 し撃販売すれば争限界利潤巨 限界収入一限界 費 欄 )

は正 となる｡つ ま りや追加 盈単位生産したほうが得であることがわかる ｡

逆 に争 もし9ビデオデッキの限界収入が息且万円で9限界費欄が且3万円や㌘あれ

ば9追加 且単位ビデオデッキを生産し9販売すれば9限界利潤 (-限界収入--限

界費用)は負 となる｡つまり撃追加 息単位生産することは得策ではない｡む し

ろヲ追加 且単位生産を減少させ撃販売量を減少させたほうが利潤が増加する｡

したが って撃限界収鼠-限界費済のところで生産すれば9利潤は最大にな

る3)｡利潤最大をもたらす生産量とそのときの市場価格の級を撃独占均衡(monop軸

歴駆主星畳bT豆um)というo

閑謬-鍼 ,および開署-済 に9独占企業の利潤轟大点を求める手順が措かれている｡

.･ ･-≡･･- ∴ ● ､､ ･剛 了 . I. ､ - ●

500母1-2500としたグ-スを考える｡ 左上半分に9 収入曲線 と費履曲線が描かれ

ている｡ 収入曲線 と費用曲線の垂直差が利潤をあらわす｡利潤曲線はタ 左下半

分に描かれている｡ 生産量が少ないときヲ利潤は魚であるo 生産量の増加 とと

もに利潤は増加してゆき9生産量≒30｡2魂で9最大利潤が達成され9次第に9利

潤は減少して砂き, ある生産量を超えると利潤はふたたび負になっている｡

閣祈済 を見れば9 利潤最大条件がはっきりわかる｡ 生産量が少ないときは9

限界収入(腰腰)のほうが限界費欄(舵 )を上回っている｡ したがって9生産量



96

図 7-2品 収入曲線,津周曲線 および利潤曲線

図 7-2B rViF?-MCとなる生産豊が利潤最大を
もたらす

PJIR,:lC,:llfC,1VC

を増加させると9 利潤が増加していく｡ 逆に9生産量が30.23769≒30｡24よりも

多いときは9限界収入(MR)のほうが限界費周(MC)を下回っている｡ したが

って9もし9 生産量を増加させると9利潤が減少してしまう｡

独占企業は9生産量≒30.2後を生産し9市場価格-697｡6231≒69746で販売す

ることにより9 利潤を最大にしている｡ その利潤額-5750.593≒5750｡6は9図

の縦線部分で示される｡ その理由は9需要曲線と9平均費用曲線 (AC)の垂直

差は9 平均利潤 (-利潤/生産量)をあらわしているからである｡
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独晶機衡藍寛愈親争繭も藍懲鈎番場均衡繭藍短観

独占の弊害として次の2点がよく指摘される｡

沌)独占利潤の発生9および9

(望)資源配分における非効率性｡

独占利潤は常に発生するだろうか｡

図才-2Aの場合は撃たまたま独占利潤が発生しているが9これは9独占企業の

技術 (費周曲線に反映されている)と需要曲線との相対的な関係に依存している ｡

もし9需要曲線が原点に近い撃すなわち9ほとんど需要がない財の場合9 ある

いは(そして)9独占企業の技術水準が低すぎる(すなわち甲高すぎる費層構造を持

つ)場合は9仮に独占企業といえども9利潤をあげることができず9 赤字経営に

追い込まれる｡読者はタそのケ-スを図に描 くことができるだろう｡

さて,磯源配鎗臆お亀する非効率憶とは9どのようなことだろうか｡閏冒-3を見

てみようO 独占均衡の点と完全競争のもとでの市場均衡の点を比べてみよう｡

まず9市場均衡の点について簡単に要約してみよう｡ 完全競争のもとではヲ

すべての経済主体 (需要者と供給者)はプライス ⑳テイカ- (価格受容者)であ

る ｡ また9市場均衡の点では9各消費者は9好み(選好)と予算制約のもとで効

摺最大を実現しているし9各生産者は9与えられた技術と市場価格のもとで利

潤最大を実現している｡ 市場需要量とう市場供給塵は一致し9市場価格は限界

費周に等しくなっているO このとき9市場均衡点はバレー｣､効率的な配分を示

している｡ 完全競争のもとでの生産者の供給曲線は9平均可変費用曲線より上

の限界費済曲線に等しいので9苗場供給曲線と市場需要曲線の交点Eで市場供給

義 (-市場需要量)級が生産されや販売される｡ このときの市場均衡価格はう市

場均衡点の縦座標夢eに等しい｡

他方や独占均衡は9限界収入曲線戯腰と限界費用曲線MCとが交わる点Hの生

産量唾*とその生産量が販売される市場価格うすなわち9需要曲線上の点におけ

る市場価格 (独占価格)がで特徴づけることができる ｡

したがって撃 独占価格は9完全競争のもとでの均衡価格よりも高く,独占の

もとで取引される販売量は9 完全競争のもとで取引される販売量よりも少ない
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闇 7･･･-3 強 姦 均 穣 ‥と 完 全 競 争 均 衡 に お け 為

故 愈 約 線 療 剰 釣 姦

数 量

こ とが わ か る O

さ て撃(価 格 - 限 界費用)/(価 格)- (磨 * -｣眠?)/蔚*は9独占が完全競争 か ら ど

のくらい乗離しているかをあらわしている｡ この儀は撃漕-磨胴 乱 e㌘m配㌘声A 腰 ｡)

銅飽遍歴といわれる O 独 占 均衡では撃限界 収 入 (済 )-限界費用 (M C ) が 成 立

してい る ｡ したがって9 艦 -済 -磨* ( 且 - 需 要 の価格弾 力 性 の 逆 数 ) だ か ら 曾

ラー-チ-の独占 度 - (が -脱 プ)//唐傘-需要の価格弾力性の逆数 と な る ｡

図㌢3において撃独責均衡の消費者余剰は面横磯 率で示され 9 生 産 者 余 剰 は

面積夢*雌 とな る ｡ したがって撃両者の和が独占均衡における社 会 的 総 余 剰

(戯朋済 ) である｡ ところがや完全幾争における消費者余剰は面積戯砂eで示さ

れ9生産者余剰は面横顔e蹴 とな る O 両 者の和が完全競争均衡における社会的

総余剰(励弧 )であるO

明らかに9独占均衡における社会的総余剰は撃 完 全 競争均衡における社会的

繰余剰を下回っている｡ この意味で9資源紀勢 ､藍 の 重みを独占均衡は持つとい

われ る ｡

望 複露竜三おける愈業 齢 循 離

､ _ ● -

ク-リレノ- (Courmoも,A｡A.言且80且-77)は9鉱泉の例を用いて9二つの企業が
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それぞれ若干の価格支 配 力 を 持 つ場合撃どのよ うな均 衡 が 成 立 す るか を検 討 し

一

I - -

= -l --､

えでいる｡結託をしないという意味では9二つの企業は独立的 に行 数 す る が 撃

他の企業の行数を考慮して意 思 決 定をするという意味では9 相 互 依 存 関 係 に な

っているこ とに注意しよ う ｡

いま学問 - 晶 質 の生産物 を生産する二つの企業をそ れ ぞ れ , 企 業 且および企

業翌と呼 ぼ う o 費 用 関数は9二つの企業にとって同一 で あ り9

鋭く級)-隅級
6;2(級)-7m鴎

と す る ｡ ま た9この産業代もの逆需要関数 (需要曲線)を

磨-a-(級+級) (冒-3)

とする｡ ここで9級9級 は撃 それぞれ企業且と企業 2の生産量に こではや簡単

化のた鋸 こ9供給量に等 しいと仮定する)を示し撃黍は9生産物 且単位の市場価格

で あ る O

ま た 撃生産塵が正 となることを保証するために9a一m>0を仮定す る O

利潤は撃収入-費用なので撃企業 且の利潤泥1(級夕級)と企業 2の利潤鞄(◎19級 )

はL.

豹(級夕級)-顔貌-6;i(級)

一一 一

より9

､一 一 一

､ - - -

となる ｡

相手の企業がその生産量を変えないことを予想 して∈汐-3駈♂-約予想),自分

の企業の利潤を最大にするような行動を二つの企業が とる場合を考察する｡ し

たがって雪企業 且は9企業 2の生産量を与えられたものとして撃利潤 (7-i)を
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級に関して最大化するo

l l _､ L･ tll

-一子鴎-(a-m-鶴)/餌 2十(a-m-級)2/ 確

と変形できる5)｡これから9尊えられた企業 望の生産量にたいして管利潤桑太を

もたらす企業 且の生産量が求められ撃次の式で与えられる. (7-6)は9企業且

の慶応関数 (級-rl(級))(グラフに描かれたものは9厩応曲線という)であ る ｡

同様にして撃(冒--7)は9 企業 2の反応関数 (級-鞄(級))である O

･ ･ : ･ ､ ･

鴎-鞄(級)-(a-m-級)/2 (冒-冒)

浮城)および (冒-冒)を同時に満たす生産量級C撃 鴎 Cおよびや 市場 需要曲線 (7

-3)から求められる市場価格磨Cが汐-3駈♂-均衡 (級 C,級C,磨e)で あ る ｡ ただ

しヲ上付きのCは9タ-ルノ-均衡の意味をあらわす｡実際に計算す る と タ

観 C-(a一m)/39鴎 C-(a-m)/39および学府C-(a+2m)/3

(7-8)

となり9最大利潤は撃それぞれ撃

取 C- 勘 (級 C,観C)-(a-m)2/ 9 9 鞄 C- 鞄 (級 Cタ級 C)-(an隅)2/9

(rip.リ)

である｡

図距離こは撃m-且タa-25の場合が描かれ､ぞいる｡点だが9ク-ルノ-均衡

をもたらす生産量の組 (898)を示している｡市場価格は9磨C-9であるO ま

たヲ点Cを通る企業 且および企業2の等利潤線の利潤額穐Cおよび鞄 Cは撃 ともに

鋼であるO ここで9企業 且の等率姻潤線とは争企業 且の利潤を心意にする二つの

企業の生産量の組 (級,級)をあらわしている｡ 同様にタ 企業 2の等利潤線 と

は9企業 2の利潤を-覚 にする二つの企業の生産量の組 (級夕鶴)をあらわして

いる｡ 上に凸の同じ曲線上では企業 且の利潤は同じであり9 下方にある曲線の

ほうが企業 且の利潤は大きくなっている｡ それぞれの等利潤線の最大値は撃企

業且の反応曲線上にある｡ 同様に撃右に凸の同じ曲線上では企業 望の利潤は同

じであり9左方にあるほうが企業 2の利潤は大きくなっているO それぞれの等
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図 ト 4 ク-ルノ-均衡 とシュタッケルベルク均衡

Q二三

､ ∴

利潤線の最大値は9企業2の反応曲線上にあるo

ク-ルノ-均衡は9どの企業も他の企業の行動を観察した後でヲ事後的に後

悔することのない状態であることに注意しよう｡ 生産量の絶 (QIC,Q2C) を見

て9企業 iはヲ級Cと異なる生産量では利潤取 (Q1,622C)を最大にすることはで

きない.同様に9企業2は9622Cと異なる生産量では利潤K2(QIC,02)を最大に

することはできない｡クールノー均衡においてのみ9 任意の企業の相手の生産

量の予想量が9実際の相手の生産量と一致している｡

クールノ-均衡の利潤の組は,技術的に可能な利潤の組とどのような関係に

あるだろうか｡図7-4の点Cを通る企業1の等利潤線と企業2の等利潤線は,互

いに交わり9レンズ状の部分が存在していることがわかる｡ このレンズ状の部

分の内部の点は, 二つの企業が協力すれば9 ともに利潤を大きくできることを

意味している｡ しかしながら9この中の点では協力は成立しない｡なぜなら,

もし企業2が, この協力する点に対応した生産量を生産すれば,企業 1は,そ

の協力を裏切って, 生産量を増加させることにより利潤を増加させることがで

きるからである｡ 企業 1は9同様に,企業2も,その協力を裏切って9生産量

を増加させることにより利潤を増加させることができることを知っているので,

企業2が協力を遵守するとは予想できない｡同様の議論を繰り返すと9結局,
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ク-ルノ-均衡だけが確 信 で き る 結果となる ｡

複長における シ ュ タ ッ ケ ルベ兆ノダj郵爵

ク-ルノ-のモデルでは9柏手の企業の生産量に応じ､て自分の企業の生産塵

を決定する二つの企業を想定していたOこのような盛業を追随寒 梅息息¢W監㌘)ど

呼ぶ｡ここでは昏シュタッグルベルク(Sも鼠通産旦鮎e閥き閑｡;且鍼5-綱目こ従って9相

手の企業が追随者であることを知って生産量を決める企業 に のような企業を

兜尊者 (海鼠de訂)という)と追随者として生産塵を決定する企業からなる複占を

考える｡

企業 且が先導者で企業2が追随者の場合をまず検討しよう｡企業 且は先導者

なので9企業2の反応関数を知っている｡ そこで撃この知識を最大限に利履し

て昏企業 蓬はその利潤を最大にするO 等利潤線の上では企業 且の利潤は同じで

あり9 下方にある曲線のほうが企業 且の利潤は大きくなっているので9企業 且

の利潤が厳大化される点は撃企業 且の等利潤線が企業2の反応曲線(反応関数を

グラフにあらわしたもの)に接する点S且で実現される0割まきシュタッグルベルク

に由来し9且は曾企業 且が先導者であることをあらわす｡

先導者である企業 且の利潤最大点は,次のような計算によっても9求めるこ

とができる｡ 企業 2が追随者であるので9その反応関数 (7-7)を考慮すると9

企業 且の利潤は9(7A)に(7-7)を代入して整理すると9

3Tl(級 ,r2(級))-351*(◎1)-i(a一m)¢1-級2〉/2

--寸鉄-(a一m)/ 2〉2/2+(a-m)2/ 8

と変形できる6)Oこれから9企業 1が先導者で, 企業2が追随者のときのか孟汐

もy廓飽璃J♭汐均衡 (貌 81,6?2Sl,pst)が求められる｡上付きのS且は9シュタッグ

jt,べ)レク均衡を意味する｡ ここで9

◎181-(a-m)/2,6?281-(a-m)/4,および磨81-(a+3m)/逮

(7-且0)

である｡ また9 企業 且の利潤が 19 および,企業2の利潤K2Slは9それぞれ予

が 1-冴1(QISl,622Sl)- (a-m)2/89
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鞄 81-鞄(級Sl夕級si)-(a-m)2/且6 (7-且且)

とな る o

l-● l 一一一 日 一 一

r729および鞄 朗- 敬 (i望,伝)-36である ｡

タ-ルノ--均衡(6):(7-8)管(冒一g)とシュタッグjt,ベルク均衡(S且):(7-

抽 暫く冒一息且)をi:i:較すると次のことがわかる｡

シュタッグjt,ベルク均衡(S息)において先導者の企業 且の生産塵と利潤は9タ

-リレノ-均衡 (6;)のときよりも9ともに多くなるが9追随者の企業2の生産量

と利潤は撃ともに小さくなっている｡

シユタッケルベルク均衡 (S且)において成立する市場均衡価格は9クールノ

-均衡くだ)のときよりも下がっている｡

同様にして9企業 且が追随者で企業2が先導者の場合を検討できる｡ 企業翌

は先導者なので9企業 蓬の反応関数を知っている｡ そこでタこの知識を最大限

に利履して撃企業2はその利潤を最大にする｡ 等利潤線の上では企業2の利潤

は同じであり9左方にある曲線のほうが企業 望の利潤は大きくなっているので9

企業2の利潤が最大化される点は,企業2の等利潤線が企業 且の反応曲線(反応

関数をグラフにあらわしたもの)に接する点S2で実現される｡ Sは撃シュタッグ

ルベルクに由来し92は9企業2が先導者であることをあらわす｡

ク-ルノ-均衡(a):(7-8)9(7-9)とシュタッグルベルク均衡(S2)を比較す

ることは9読者に任せるO

企葦 盲̀と金華 2が協力する可能性

ク-弓レノ-均衡 (6:):(冒-8)9(7-9)もシュタッグルべ)レク均衡 (S且):(7

-描)撃(7-m)もともに相手企業と協力しない条件での均衡である｡ もし9二つ

の企業が協力し,たとえば共同利潤を最大にすることを考えたら最大利潤はど

れだけえられるかを考えよう｡

企業 旦夕企業2の費用関数9市場需要関数はク-ルノーの複占モデルと同一

の (7-拭 (7-2)9および (7-3)を周いる｡ 共済率那関野(畝タ622)は9(7-4)と(7



1(_7t-1

-5)より

露(級,級)-敬(級,級)+鞄(級,級)

=こ･ ･･l･､- ;I ... ( ･.∴ :∴ ･

-(a一m)(級+92)-(級+級)2 (7-且2)

である｡ 二つの企業が協力するのでタ¢1+級を決めて9共同利潤を最大にする

ことを考えればよい｡その条件は撃¢-級+鴎とおけば撃

方(級,692)-泥(¢)-(a一m)◎-¢2

- -〈◎-(a-m)/2〉2+(a一m)2/壕 (7-13)

したがって96yM-(a-m)/299JM-a-QJM-(a+m)/2 (7-li)

3{M-罪(◎JM)-(a一m)2/4 (7-且5)

ここで,JMは9共闘葦那閏義光均衡を意味する｡

m-19a-25の場合9QjM-129PJM=139 SUM-露(且2)-1朗が得られる. ク

ールノー均衡の利潤の組は9(3glC,PT2C)-(6496逢)であるから9企業 1も企業 2

も964以上の利潤が確保できれば9協力する可能性がある｡

ところが9シュタッケルベルク均衡Slの利潤の組は9(謬1S19鞄Sl)-(729

36),および9シュタッグ)i,ベルク均衡S2の利潤の組は9 (PglS29鞄S2)-(36972)

であるから,企業 1も企業2も972以上の利潤が確保できれば9協力する可舵

性がある｡

実際には9Him-方(12)-1舶なので争両企業とも生産量 6で利潤72を獲得でき

る均衡に協力できる誘因を持っ ｡

協力均衡は遵守されるだろうか

共同利潤最大均衡の組 (wIJM9K2JM)- (72,72)は9遵守されるだろうか｡企

業 2が生産量 6を遵守するとき9企業 且は9生産量6で生産するよりも9 別の

生産量を選べば利潤を大きくできることが次のようにしてわかる｡

･･･_(,)･∴ L',･, -日､ ､.lL ‥∴'.:I･ ･､

J,･仁;):,t･ '･･･十 もl∴ i'-.:.).

- -(Q1-9)+81 (7弓6)



第t7牽 独占,複占,寡占および独占的競争 1(I):'了

したがって9企業 且は9 共同利潤最大均衡を遵守しないで(裏切ることにより)

生産量 9で9 利潤8且を手にすることができる｡ 企業2の利潤は954となる｡ 同

様に9企業 2も共同利潤寮大均衡を遵守しないで (裏切ることにより)生産量 9

管 , 利潤8且を手にすることができる｡ このとき9企業 且は9利潤54を得る｡

企業且も企業 2もともに9相手を裏切って競争すると9ク-ルノー均衡にな

って利潤の組 (銅964)が得られるだけである｡

企革の長期戦略と協力

企業且と企業 2の行動とその結果を次のゲ-ムにまとめることができる｡

ゲ-ムが 且回限りであれば9すでに説明したようにラ協力することを裏切る

ほうが自分の企業の利潤が多くなるという誘因のため9両企業とも裏切り9結

果として撃協力すれば実現できる共同利潤最大均衡ではなく9ク-ルノー均衡

に甘んじなければならない｡

いま9ゲ-ムが無限回繰 り返されるものとする｡ これを雪無限閣練 を3返』が

一 一 一一 一一 一､ ､

喪7Ja 複責 ゲ - ム の利得表

企業2の行数

協力する 裏切る

企業 且の行動 協力する (72972) (8且,54)

毎回毎回9ク-]L,ノー-均衡を繰 り返す解は9この無限回繰 り返し複占ゲ-ム

の均衡点になっている｡ しかし9そのほかにも均衡が存在していることが知ら

れている ｡

次のような戦略を両企業がとるものとする｡ 第 且回目は協力解を遵守する｡

相手企業が第 (i-且)回目まで協力解を遵守すれば撃自分は第t回目に協力解を

遵守する. もし,柏手企業が第 (巨 且)回目に裏切れば9自分は第t回目に裏切

り9 第 (i+且)回目以降も裏切 り続ける｡ このような戦略を削爵金戦略 (漬gger



封)6-

5もTaiをegy)という｡ 両企業とも9相手の企業が引き金戦略を用いることを知っ管

いるものとする｡

第t回目に企業 且がはじめて協力解を裏切ることによる利潤と曾協力解を遵守

することによる利潤の差は9(8且J972)である｡ いま9 企業 息の主観的割引率を

Yとすると撃その割引現在価儀G(r)は 撃

G(r)-〈且/沌+r)〉g⑳(8且-冒望)-9日 /描+rHt 甘一息7)

であるO しかし9第i回目に企業 且が裏切ったことを知った企業 2は9引き金戦

略により9第(i+且)回目試行裏切り続けるので9これにたいする企業 且の第律+

且)回目以降の戦略もやはり裏切り戦略が轟適になる0第(i+且)回目以降に相手企

業の報復による利潤の損失は撃 毎回(72-6趨)であるO したがって9 第(i+且)回

目以降の損失の割引現在価健£(r)を求めるとタ
､~･

.&(r)-霊 〈且/(且十㌢)〉t+T◎(rt2-6逮)-(8/r)〈且/沌十r津T-1

(r.;I-1封

となる｡ したがって9(7117)ど(7-18)より曽G(r)>風(g･)ならば撃企業 且の

立場からは協力解を裏切ったほうが有利であり9逆に9G (r)<& (r) なら

ば9暗黙的に協力解を遵守したほうが有利となる｡

暗黙的に協力解を遵守する条件を求めてみると9

● ､ --l

となる7)｡すなわち9 主観的割引率が小さい (将来をほとんど割り引か飢 〕)企業

は9協力解を暗黙的に遵守するだろうし争逆に 撃 主観的割引率が大きい(将来を

大きく割り引き9現在時点を重要視する)企業は,協力解を裏切る誘因を持つこと

が予想できる｡

したがって9協定を文書などで陽泰的に締結しないでも9 協力解を暗黙的に

採周する可能性があるのである｡

3 屈折需要曲線 と寡露価格嘩硬 直 性

寡占産業において9ある企業が価格を変えたときヲ他の企業がどのような行



第7牽 独轟賢複責9薬毒および教義的競争 107

動 を とると予想す るのだろうか｡また,このような予想は9価格変化が上方の

と き と下方のとき とでは撃異なったものなのだろうかOべjt,トラン (誤e由鼠涌き

才｡言護822-且90¢)の登デ ルや独占的競争のモデルでは9対称的な予想をするのにた

いして撃針ク車-さブ- (Sw eeZy濃 Aa｡;且9且O- )9および9ステイダラー(S軸旦ey,

･ I ､､ .. - ･ . . ;.I ~ .

称の反応を前鰹 に し て い る ｡ 凝近の理論で もや は り 撃 ラ イバルの反応の非対称

性を予想し争 それを計塵 経 済 学的に確認 してい る8)0

ここ三で は撃屈折需要曲線の基本的な考え方を紹介しよう｡ 同質的なコ-ヒム

を供給 してい る企 業 が寡占産業を構成している｡ ある企業 且のコ-ヒ-の価格

が25¢円であるとす る ｡

もし撃企業 且だげが値上げをしたとすれば撃他の企業は9 価格値上げに同調

することをやめて撃企業 且のシェアを奪うことを考えるだろう｡ そのような状

態が出現すれば9 蕨初に価格を上げた企業 且の需要は大きく減少するだろう｡

逆に9 もしヲ 企業 且だけが値下げをしたとすれば9 企業 且にシェアを奪われ

るこ とを恐れて9 他の企業も9価格値下げに同調するだろう｡ そのような状態

が出現すれば9すべての企業が価格を下げるので9 企業 且の需要は拡大しても

ごくわずかになろうO

閣'茅場の点Aにおいて9企業 且の需要曲線が屈折して描かれている｡ このよう

な需要曲線に直面している企業且の限界収入曲線は9需要曲線が直線であるこ

野 hi-5 屈萌儲撃曲線にたいしては,限界取入曲線は
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とから9点Bと点Cの間が不連続となる｡ すなわち9ギャップが存在する｡ も

し9この企業の限界費摺曲線が図のように9 点腰と点Cの間を通過していれば9

利潤最大を実現する生産量は軌 で9価格は250円となる｡いま9この企業のコス

トに変化があってヲ限界費摺曲線がMe;'のように撃点腰と点6;の間を通過してい

るかぎり9利潤最大を実現する価格は250円となる ｡

したがって9 ライバル企業のこの企業の価格変化にたいする反応の非対称性

を前提にすれば9この企業のコストに若干の変化があっても撃価格は依然とし

て同じであることが説明できる｡

一 一

現実の経済の多くは夕霧占産業によって占められているO いままで見てきた

寡責理論によって撃現実の経済現象の十分な説明がなされているわけではないO

その理由の一つは撃すべての寡占企業の行動パタ-ンを設定したときの均衡分

析にある｡ どのような市場条件や 費層構造があれば9ある寡占企業は必然的に

ある行動パター-ンを採用するのが最適であるかを9以上の各理論は明らかにし

ていない｡

寡責経済の特徴をとらえる指標の開発9規制等の経済政策を展開する理論的

基礎付けなど撃研究課題の多い分野である ｡

趨 飽露的 競 争 殿 僚 析

若干の価格支配力を持つ多数の売り手が9多数の買い手に9代替の程度の高

い財 (これを9密接な代替財ともいう)を競争して売る状態を9チェンバ リン

･l･･: ･･･ ･ ･ ･-__･･ ･ ･ ･ ･ ･･-

んで分析した｡郊外型のレストランやガソリンスタンドなどがその例として上

げられる｡ これらの産業では9製品銅澄男胴転(pTOducもd豆ffeTem凝離主脚)や価格競

争など激しい競争が繰 り広げられている｡

いま9ある独占的企業がタ右下がりの需要曲線に直面し9 利潤を最大化して
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図 7-6B 長期均衡が成立する (潔

いるとするO 限界収入と限界費糟を等しくさせる生産量で9 利潤最大は実現で

きるが撃需要曲線と費用構造に依存して雪その最大利潤は正負いずれの健も取

り得る｡ 閣冒-愚鈍捌 豊野短期均衡で9 最大利潤が正 (両横がEFJ)の場合が描かれ

ているo 最大利潤が正 (超過利潤が発生している)ので9新しく企業が参入し

てくる誘因が存在する｡逆に, 需要が少なかったり9費用が高すぎるために9

最 大 利 潤 が 幾 になるときもある(読者への問題とする).その場含 う その企業は退

出したほうが得策になる｡

園習-転随には9参入も退出も飢 〕長期均衡の状態が描かれている｡ 生 産 量 ◎ 車に

おいて9この企業の平均費用曲線と需要曲線が接しているからタ超過利潤はゼ

ロとなる｡独占的競争の長期均衡生産量唾車は9平均費用を最小にする生産量銑

(これを生産能力と呼ぶ)よりも必ず小さいことがわかる｡ これが9 チェンバレン

のいう過剰能ぬ (excesscapacity)説である O

臣節 謬牽釣饗約3

且 生産量(-販売量)を追加且単位増加 さ せ た と き の 収 入 の 増 加 分を限界収入

という｡限界収入は9価格と日 -需要の 価 格 弾 ガ 性 の 逆 数 )の 積 に等しい0

2 需要曲線が線分で与えられると9限界 収 入 曲 線 は 9 需 要 曲 線 の 2倍の傾き

を持つ線分となる｡

3 限界収入-限界費用の点で生産すると 9 独 占 企 業 は 利 潤 を 最 大 にすること

ができる｡



ijlE':)

趨 独占均衡は9資源配分における非効率性をもたらす｡

5 独占均衡ではず完全競争均衡に比べて9 高 い価格と少 ない取 引数塵 が成立

している0

6 企業且の反応関数は9任意の企業2の生産量にたいして撃利潤最大をもた

らす企業且の生産塵の関係をあらわすOグラブにあらわしたものが9企業 且

の反応曲線であ る 0

7 タ-ルノ-均 衡 で は9どの企業にとっても撃機の企業の予想生産量が実際

の生産塵に一致している｡

.:I- I･ ･:.. I I ‥一

利潤がともに大きくなる組合せが 存 在 す る が 9この協力関係は遵守されない｡

9 第 且企業が先導者のシュタッグルベルク均衡では撃企業 且の利潤はラダ-

ルノ-均衡のときの利潤よりも太きいが9追随者の企業 望の利潤は昏小さく

なる ｡

且0 無限回繰り返しゲ-ムを考えると9 共同利潤爵大均衡は9二つの企業の主

観的割引率が朴さいとき9暗黙約に遵守される ｡

損 需要曲線がある点において9屈折すると撃限界収入曲線には撃不連続な点

がでてくる｡ 企業の費層が変わっても9限界費用曲線がタ この不連続点の間

を通過するかぎり9 最大紬 関をもたらす生産量と価格は一定となる ｡

且2 需要曲線が屈折するのは9ライバル企業の反応の非対称性による が 9 計 量

経済学的に9この事実を確認する研究がなされているO

且3 独占的競争の長期均衡生産量は撃平均費用を最小にする生産量よりも必ず

小さいOこれが9チェンバリンの過剰能力説である ｡

t<汝 >

プ_1 マラこげ･j-一･LnⅠこ-1iiii＼ra.u(i,E上 L･し･L.i/frL-∫i)jli:U.･;(:jULIL､(,ii(〟)i!:(.T/TiLl(ur･t,(Noll血 Ll

鰻o且旦盈適,且972),林敏彦訳 『ミクロ経済理論講義』創文社9且98且のpp.74-75を見よ ｡

2) 価格を黍9販売量を軌 追加且単位の販売量をig軌 価格の下落を適黍とすると9

: 一 一 ●･

≒p+適黍/適◎ ◎¢
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となるO 厳密闘 ま や 収入を販売量で微分したものが限界収入であ る 0

3) 厳密にいえばタ利潤極太のための且階条件はず限界収入-限界費執 および92

階条件は撃限界収入曲線の傾き<限界費用曲線の傾き撃である0

4) ク､-ルノ､-(中山伊知郎訳)『富の理論の数学的原理に関する研究』日本経済評論

社9且982の第7輩を見よo 原著は撃且838年にフランス語で公刊されている｡

5) 級を一定にして撃(7-逮)を級について微分すると(このことを動く級夕級)を級淀

関して偏微分するという)9与えられた企業2の生産量に対して9利潤最大をもたら

す企業且の生産量が求められる ｡

6) 直接 撃 取 *(◎且)を級で微分し9ゼロとおけば9繭1*(級)/遅級-(a- m)/2-

級-0｡これからタ本文の式が出てくる ｡

7) (7-拭 (7-2)および (7-3)で考えるときも9暗黙の協芳醇を遵守する条件は 9

才p<8/9となる｡ より-般化した卵企業からなる寡占産業 (すべての企業が同一

の9限界欝周が一定の費庸関数で9直線の市場需要関数の場合)のときは9才p<逮卵/

(卵+且)2となり9企業数のみに依存する｡

J - l､ 一

､L 一 一 一 一 ● - ● ､

押｡243r25複.を見よ｡彼らは9スコットランドにある73の企業にアンケ-卜調査をお

こない雪計量経済学的な分析の結果撃ライバルの価格にたいする反応には少なから

ず非対称性がみられる=,とを発見した｡これは9屈折需要曲線の理論には好都合な

事実である｡より詳しく述べると予価格増加は景気のブ--ムにおいてより起こりが

ちであり9価格減少は景気後退の時期に起こりがちであるという意味での循環的感

応性(cyc且量相見且ysems亙翫ve)がある｡

陛演習問題

(且)独占企業が直面する市場需要関数が9X-及OO-2夢で9費屑関数が6-且0十

20xとする｡ ここで撃Xは雪独占企業の生産量(-販売量),がま学市場価格, そ

して昏Uは学費欄である｡ 次の各間に答えなさいO

(a) 市場需要曲線9 および撃限界収入曲線を求めてグラフに描きなさい｡

(b) 限界収入がゼロになる生産量 (-販売量)で収入が最大になることを確認

しなさい｡

(C) 利潤厳太をもたらす生産量と独占価格を求めなさい｡また9 最大利潤の
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大きさを求めなさい｡

(a) 消費者余剰9生産者余剰9 および9社会的総余剰をそれぞれ求めなさい

(2)同一品質の生産物を生産する二つの企業をそれぞれ9企業 且および企業2

と呼ぼう. 費用関数は9 二つの企業にとって同--であり96;i(級)-且0級 と

C2(級)- 且0級 とする｡ また9この産業への逆需要関数 (需要曲線)を磨-3趨-

(級+級)とする｡ ここで9.鎖骨観 は9それぞれ企業 且と企業 2の生産量(こ

こでは9簡単化のために9供給量に等しいと仮定する)を示し9がま撃生産物 且単

位の市場価格である｡ 次の各間に答えなさい｡

(a) 企業 且と9企業2の反応曲線をそれぞれ求め9グラフに描きなさい｡

(b) ク-ルノ-均衡を求めなさい｡

(C) 企業 且が先導者で9企業2が追随者のときのシュタッグルベルク均衡を

求めなさい｡

(a) ク-ルノ-均衡とシュタッグjt,べ]レク均衡を比較しなさい｡

藍鶴沢 発語




